
第４回市民ワークショップの総括 

【発表された主なキーワード（強み・弱み・理想の姿・私にできること）から】 

 

（人づくり） 

 豊かな自然がある 地元愛がある 魅力的な人が

多い 水俣高校がある 多様性が尊重できる社会 

水俣でも水俣の良さを知らない人が多い  

人のつながりが強い 水俣の情報発信が大事 

グローバルな人材育成が必要  

地域活動への参加が大事 ほか 

 

 

（産業・経済） 

豊かな自然がある 温泉がある 美味しいもの 

がたくさんある 交通の便が（良い・悪い）  

環境意識が高い コンパクトシティ  

水俣病の教訓 保育園が充実している 

市民が水俣の魅力に気づいていない  

後継者不足 地域資源を活かせていない  

水俣の情報発信が大事  

水俣の魅力を伝えることが大事  

オンリーワン（水俣ならでは）を開発する ほか 

 

（保健・医療・福祉） 

 コミュニティが大切 待機児童がない  

ハード面が充実している 認知症サポーターが

多い 人材不足 多職種連携不足 糖尿病が多

い 子ども医療無料化の拡大が必要 福祉に特

化する 安心して「子育てできる・暮らせる・

死ねる」社会の構築 人と人との協力が大事 

水俣の良さを発信することが大事 障害のある

人にやさしいまちをつくる ほか 

 

（環境（快適な暮らし）） 

 豊かな自然がある（海・山・温泉） 

ゴミ分別意識が高い ゴミ分別が大変  

土地が高い 公園が無料で広い 水俣病の教訓  

ゴミ分別の結果が見えない 空き家の活用 

観光地に駐車場が少ない 土地が少ない  

タツノオトシゴ保護区をつくる 車道・歩道整備  

水俣の良さの情報発信が大事 ほか 



（生活基盤（安全・安心）） 

人のつながりが大事 豊かな自然がある  

コンパクトシティ 空き家の活用が課題  

地域活動への参加が大事 挨拶を大事にする  

子どもが安全に遊べる場所が必要 

消防団への加入促進（災害に強いまち）  

高齢者の災害時の避難が課題 ほか 

 

 

【総括】 

●分野を問わず、水俣の自然に対する肯定的な意見が圧倒的に高い。（海・山・川・温泉） 

●水俣の良さに気付いていない市民がたくさんいると感じており、多くの参加者が、水俣の魅力の

情報発信が大切だと考えている。 

●市民が環境に対する意識が高いと感じている一方、ゴミ分別といった取り組みの成果が見えない

ため、果たしてそれが役に立っているのか分からないと感じている人もいる。 

→人によって強みと思っていることが、ある人にとっては弱みでもある。（環境意識・交通の便） 

●地元への愛着は強いが、地域の活気に対する満足度は低く、市民意識調査と合致する。 

●空き家への関心が高い。（利活用・解体） 

●地域資源を活かしきれていないという意見も多かった。 

 

→ 水俣の良さ（自然・食・観光 等）に磨きをかけて、内外に発信し続けることが大切 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


